第２６回　第５部会（都市整備）　
（第１７回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年１１月２７日（木）午後６時００分～午後８時００分
出席者：和田浩一、石亀裕、大平定子、福川喜衍、黒澤友義、河村信義
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹
内　容：１．会議内容
　　　　　（１）条例案【第３版】について
　　　　　（２）施行規則について

　　　　　（３）今後のスケジュールについて
２．次回開催日、議題についての確認

配付資料：①条例案【第３版】、②施行規則で定める事項

１．会議内容

（１）条例【第３版】について

　　　　□　・前回と前々回に頂いた意見と次の段階の施行規則を作るに当たっての不都合が感じられる所について第２版を修正し、第３版を作成した。
　　　　　・赤字が第２版からの修正・追加点である。
　　　　　・一般的に条例のタイトルは全て付けると言うことなので、２条のタイト

ルを“アクションプランの達成”として付けた。
　　　　　・９条の２項と３項を入れ替えた。
　　　　　・推進組織の設置が“置くことができる”という“できる規定”であるに

も関わらず、推進組織が“提言をしなければならない”と言う強い言い

方が気になると言う意見があったので、３項の言い方を“提言するもの
とする”、から“提言することができる“に修正した。
　　　　　・１３条５項を削除した。条例と規則を同時に施行したいと考えており、

この条項があると、流れとしたら条例が施行し、審議会が設置された後

にそこで審議され規則が作られることになる。条例と規則の同時施行が
できなくなるため、削除した。なお、規則作成のための審議会の意見の

聴取は、規則の中に埋め込みたいと考えている。
　　　　　・１４条の２項と３項を入れ替えた。市民の提案は優先度が高いという意

見により入れ替えた。
・１５条に、景観ポイントだけでなく、景観ポイントを見る眺望ポイントを追加した。

・お配りした第３版に反映されていないが、２０条２項に１５条で追加する眺望ポイントを加える。

・２１条１項を新たに加えた。意見交換の中で出ていたが、“行政に頼らず市民自らが地域を管理して行く”“受益者負担”などの意見から、強い表現を入れてみた。
・“保全・育成プランの遵守”が抜け落ちていたため、２項の“市民及び事業者等は”の次に“保全・育成プラン”を追加して欲しい。
・２８条２項の削除。これは、１３条５項の削除と同じ理由。

・モデル地区や景観ポイントなどの指定された地区の制限に関して、条例に位置付けすべきとの意見から、３６条モデル地区内での行為の制限、３７条景観ポイント区域内での行為の制限、３８条保護樹木の行為の制限を追加した。これらは、景観・自然遺産区域内より緩やかに制限をしていこうと言うことで、制限内容は規則の中で定める内容にしている。

・３９条は、３６条からの追加に伴い、文言を追加した。
・４０条の削除は、１３条５項、２８条２項の削除と同じ理由。

・以上で、第２版から修正・追加した第３版の説明を終わるが、何か気付いた点はないか。

・遺産地区、モデル地区など、指定した地区については、何らかの制限を課すことができるが、それ以外の地区については、この条例の作りでは大規模建築物以外はできないことになり、今までは変化がないことになる。制限対象地区以外で、市民からこの景観を何とかして欲しい、などの意見が出てきた場合、対応ができないことになり、３節の後に来るのか検討するが、のぼりべつの最低限の標準についての条項を追加したい。

（事務局）・国道添いの景観・緑化について地区懇談会で話題になっていたが、新たな建築物などについては規制できるが、今ある物についての扱いはどのようになっていくのか。
□　・弱いかもしれないが、２０条の“保全等の措置”の中で対応することが考えられる。
□　・今ある改善したいところを変えたいと言うことだから、悪いところをモデル地区として指定するのが角が立たない方法だと思う。

□　・その地区に住んでいる人たちが直接その人に、こうすれとはなかなか言えないと思う。この条例の作りが保全と育成を主としているため、好ましくない物の改善に対する表現がない。整備・改善と言う言葉を入れること、指導・勧告ができると言う文言を入れたらどうか。
□　・制限対象以外の区域について、整備・改善するという言葉で整理することで内容の検討を行う。

（事務局）・洞爺湖サミットで話題になっていた廃屋ホテルは、道からの予算によって町が解体を行った。木材の堆積については、本人の意識があるかどうか。誰かが手を付けなければ解決しない。

□　・本人への話の持って行き方が問題である。

（事務局）・国道添いの堆積物については、海浜地の管理者である道から占用許可を取っている場合と無許可で占用している場合がある。不法占用物が無くなり空きスペースができた場合には、市で植樹を行ってきている。しかし、不法占用者の理解が得られないためスムーズには進んでいない。
□　・国道バイパスは、たまたま道路が裏を走ってしまったから、家の裏側が道路に面してしまった結果だ。堆積廃材は、燃料として使っているようだ。

□　・市域全般を対象にして、意識啓発と好ましくない既存の物に対する指導、ボランティアによる撤去作業などのように、何らかの手が出せるような表現を考えてみたい。

□　・空き家については、景観問題以上に火災や犯罪などの問題がある。町内に呼びかけるきっかけとして、火災や犯罪などの危険問題が解決すると言う話しをするのが良いのではないか。所有者が本気にならなければ変わらないが、地域の良識が動けば進んでいくのではないか。
□　・景観・緑化が契機として、安全性の確保が図られると言う例だと思う。

　　　　・対象地以外の地区で既にある物について、改善する、指導できると言う表現を入れ、詳細は規則で定めるような作りを検討してみる。

（事務局）・新たに追加した、市民等の責務の２１条１項で市民自の責務として行わなければならないと言っているが、強すぎないだろうか。罰則がない自主条例であり、もう少しトーンを下げた方がいいのではないだろうか。
□　・言い方を考えてみる。

□　・是非、整備・改善、意識改革と言う表現を入れたい。

□　・悪いところを良くするという表現が全くない。保全・育成と言う表現だけである。

□　・再考してみる。

□　・空き家対策について第２部会で話しをしたことがあるが、財産権などの権利を守る法律などがあるため、取り壊すのは簡単にはいかないようだ。条例を作った場合に解決できるという話を聞いたが、この条例でそこまで踏み込むのはどうなのだろうか。

□　・この条例の施行により空き家対策になるわけではないが、これがきっかけになり、改善されていくことを期待したい。
□　・登別を文化のあるまちにしたいと常々考えているが、この条例の最終目標として文化につなげていきたい。

□　・前文の中に、文化という表現、レベルアップの表現を入れ充実させたい。景観・緑化が文化と言える様な表現、改善していくという表現を入れていく。

□　・前文に市民憲章との関わりを取り入れたらどうか。

□　・この条例の作りは、総合計画から導かれていること、またアクションプランの達成を目指していることからなっているが、より身近な市民憲章との関わりを入れることにより、より厚みが出てくると思う。

□　・表現が上から見ており、トップダウンの感じがしている。ボトムアップの方法として、７条２項で審議会の審議事項を“市民からの要望を聞き、その実現に向け”と言う表現を入れたらどうだろうか。審議会が市民からの声で動くというものを入れたい。条例の後半に市民の意見の取り上げを掲げているが、前に出てくる方がインパクトが強い。
□　・“市長は”と言う表現が多すぎる。市長だけがやるような気がしてしまう。違う表現がないのか。

（事務局）・市長が主語になってはいるが、殆どの条文は、審議会や推進組織の意見を聴いて動くことになるので、勝手に市長が走ることにはならない。他市町の条例に比べてこの様な縛られ方はないのではないか。

□　・例えば２０条の表現では、同じような内容で、１項から５項全てに“市長は”から始まっている。１項だけに留めて、２項以下を号によって列挙して市長の表現の数を減らす方法もある。
□　・市長と市民が一体となってと言う表現を前文に入れることを考える。

□　・市民意識を高めるために、１条の目的に、“次代の人に引き継ぐことを目的に”と言う表現を入れたらどうだろうか。

□　・再度これらを含めて再考してみる。

（２）規則について
□　・施行規則骨子をお手元に配布している。今日詳しくは触れないが、特に、組織やその活動内容について具体的な事例を描きながら見ていて頂きたい。次回の宿題としたい。

（３）今後のスケジュールについて
　　　　□　・２月の前半を目途に、広く条例案に対する意見を聴く場を設けたい。
・対象者は、緑化活動に関わった人、市民自治推進委員、環境保全市民会議などのメンバーに声を掛けて行いたい。この条例策定プロジェクト会議の拡大版として位置付け、方法は一任して欲しい。

・一般市民に向けては、条例案の市長への提言後に行政の方でパブリックコメントとして行うと思う。

　　（事務局）・この条例の施行により、市民全般に制限が係ることになるため、行政として市民全員を対象として意見を聞かなければならないと考えている。
２．次回開催日、議題についての確認

　　１月２０日（火）、午後６時から、市役所３階　第２会議室
　　
議　題：・条文案【第４版】の検討
　　　　・施行規則の検討
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